
後
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
保
健

体
育
課
首
席
指
導
主
事
、
保
健

体
育
課
参
事
兼
高
校
総
体
事
業

推
進
室
長
、
大
阪
府
立
高
校
校

長
、
芦
屋
大
教
授
・
ス
ポ
ー
ツ

教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
芦
屋
大
学

長
・
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。


年
４
月
よ
り
現
職
。

◆
比
嘉
悟
（
ひ
が･

さ
と
る)

桃
山
学
院
教
育
大
副
学
長
。
１

９
５
０
年
（
昭

）
７
月

日

生
ま
れ
。
大
阪･

天
王
寺
商(

現

大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
）
―
日
体
大
。
卒
業
後
、
大

阪
・
羽
曳
野
高
（
現
懐
風
館
）

で

年
間
教
壇
に
立
ち
、
そ
の

へ
向
か
っ
た
。

比
嘉
副
学
長

監
督
の
加
藤
先
生
に

会
い
に
行
っ
た
ら
「
１
日
で
も
生
徒
と

離
れ
る
の
は
た
だ
の
指
導
者
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
加
藤
先
生
は
生
徒
を
よ
く

見
て
い
た
。
僕
も
１
日
見
学
し
て
す
ぐ

大
阪
へ
帰
り
ま
し
た
。

｢

人
間
力｣

を
重
視

同
氏
が
そ
う
し
て
き
た
よ
う
に
、
学

び
の
場
は
机
の
上
だ
け
で
は
な
い
。
学

生
た
ち
は
６
割
以
上
が
ク
ラ
ブ
活
動
に

加
入
（

年
度
）
。
強
化
指
定
の
女
子

硬
式
野
球
部
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部


女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
中
心

に
、
勝
利
至
上
主
義
で
は
な
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
力
を
注
ぐ
。

比
嘉
副
学
長

部
活
動
に
人
間
力
を

養
う
全
て
が
入
っ
て
い
る
。
持
論
で
す

け
ど
、
部
活
動
は
世
界
に
誇
る
文
化
遺

産
。
そ
し
て
本
学
は
科
学
的
な
裏
付
け

で
指
導
で
き
る
教
員
が
い
る
。
う
さ
ぎ

跳
び
は
な
ぜ
ダ
メ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学

を
も
と
に
教
え
て
く
れ
る
。
正
し
い
こ

と
を
学
び
現
場
で
実
践
し
て
ほ
し
い
。

学
内
で
は

学
生
た
ち
が
来
訪
者
に

も｢

こ
ん
に
ち
は
｣

と
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
し
て
い
た

教
員
も
学
生
に
あ

い
さ
つ
を
忘
れ
な
い

人
間
教
育
は
日

常
生
活
の
中
か
ら
徹
底
さ
れ
て
い
る


メ
ッ
セ
ー
ジ
板
が
置
か
れ
て
い
る
｢

さ

あ
桃
教
生

本
物
の
自
分
を
作
ろ
う｣



シ
ン
プ
ル
だ
が
熱
く
、
心
に
刺
さ
る
文

言
が
並
ぶ
。
な
ぜ
、
人
間
教
育
に
こ
だ

わ
る
の
か
。

比
嘉
副
学
長

僕
も
若
い
頃
は
「
教

え
た
っ
て
る｣

と
思
っ
て
い
ま
し
た
し


今
も
ま
だ
そ
う
い
う
教
師
は
い
る
。
で

も
「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
の
大
学

の
授
業
で
、
１
枚
の
紙
に
「
こ
の
授
業

で
一
番
勉
強
に
な
っ
た
の
は
私
で
す
」

と
学
生
に
向
け
て
書
い
た
ん
で
す
。
授

業
を
提
供
す
る
た
め
に
自
分
が
学
ぶ
。

だ
か
ら
あ
り
が
と
う
、
と

若
い
と｢

う

さ
ん
く
さ
い
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
け
ど
、
年
だ
か
ら
い
い
ん
で

す
（
笑
い
）
。

学
生
に
寄
り
添
う
教
育
の
原
点
は
日

体
大
を
卒
業
し
、
赴
任
し
た
大
阪
・
羽

曳
野
高
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧

問
と
し
て
近
畿
大
会
に
出
場
し
た
後
に

あ
る
。
結
果
が
出
た
こ
と
で
「
指
導
力

が
あ
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
っ
た
」
。

そ
の
後
は
低
迷
が
続
き
高
校
バ
ス
ケ
の

強
豪
、
能
代
工
へ
教
え
を
請
い
に
秋
田

脱｢

教
え
た
っ
て
る｣


年
に
始
動
し
た
桃
山
学
院
教
育

大
。
当
初
は
教
育
学
部
教
育
学
科
だ
っ

た
が
、

年
に
人
間
教
育
学
部
人
間
教

育
学
科
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
教

員
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的

で
は
な
い
。
あ
い
さ
つ
、
礼
儀
、
謙
虚

さ
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
心
…
｢

人

間
教
育
」
を
前
面
に
押
し
出
し
、
人
間

力
を
鍛
え
た
延
長
線
上
に
、
教
師
と
い

う
道
が
あ
る
―
そ
ん
な
理
念
の
も
と


学
生
た
ち
は
学
問
だ
け
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
。

比
嘉
副
学
長

大
学
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
一
般
の
社
会
で
も
大
事
。
桃
教
で
学

ん
だ
学
生
が
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
で
教
師
に
な
っ
て
、
本
当
に
困
っ
て

い
る
児
童
・
生
徒
に
寄
り
添
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
な
日
本
を
作
っ
て
ほ
し
い

ん
で
す
。

学
内
に
は
、
同
氏
の
学
生
へ
向
け
た

いろいろな先生が
話を聞いてくれた
❻大学で年に１度

行われるスポーツフェス
タにおいてバレーボー
ル教室を実施❼ずっとス
ポーツに関わり最終的
には指導者になりたい

◆女子バレーボ
ール部主将 横
山優花（よこや
ま・ゆうか）さ

ん（健康・スポーツ教育
課程）
❶自分たちでどうしたら
効率良く、質良くできる
か考えている❷主将とし
て先頭に立つ自覚が芽生
えた❸とにかく個性的❹
１部昇格。入学した時は
４部だったが毎年昇格で
きている❺先生と学生の
距離が近い。就活の時も

名前を覚えても
らえるほど、先
生との距離が近

い❻高齢者向けの健康測
定を近隣の駅で、年に数
回参加❼指導者になっ
て、女子野球に恩返しし
たい。

◆女子硬式野球
部主将 田村智
美（たむら・と
もみ）さん（健

康・スポーツ教育課程）
❶自主性が身につい

た。自分で考えて自分に
足りないところを見つけ
て成長できる❷自分で考
えて行動し視野が広くな
った❸他府県から来た学
生も多いが、意見を出し
合えるのが魅力❹大学日
本一。感謝の気持ちを忘
れず打ち勝つ野球❺顔と

動外部指導制度
への協力や、大
学周辺の清掃活

動❼園長先生になって自
分の園をつくりたい。体
を動かすことが好きなの
で、そういう園をつくれ
たら。

◆女子バスケッ
トボール部主将

森岡音合（も
りおか・ねね）

さん（幼児教育課程）
❶自分が試合の指揮を執
るなど、考える力が身に
ついた❷心が成長した。
常にチームのために何が
できるかを考えている❸
学年問わず仲が良い❹２
部リーグ昇格❺保育所で
のインターンシップな
ど、現場に赴く機会が多
い❻近隣中学校での部活

桃
山
学
院
教
育
大
学
・
比
嘉
悟

副
学
長
（
撮
影
・
前
岡
正
明
）

進化する桃教 比嘉悟 新副学長 に聞く

作ろう本物の自分

桃教の魅力ってこんなところ 強化指定クラブの女子硬式野
球部、女子バレーボール部、女子バスケットボール部の主将に部
活動、大学の魅力を聞きました。現役学生のリアルな思いとは。

❶ ❷
❸ ❹ ❺

❻ ❼

※❶大学の部活で学んだこと❷部活を通じて
人間的に成長した部分❸部の自慢❹目標❺大
学の魅力❻ボランティアなど❼将来の夢

◆桃山学院教育大女子
バレーボール部 年秋
季リーグ３部で２位とな
り２部昇格。部員は選手
人、マネジャー１人。
モットーは「やる気 元
気 本気」。月水金土に
体育館で練習。

◆桃山学院教育大女子
バスケットボール部 昨
年の関西交流試合でベス
ト８部員は選手人学
生コーチ１人マネジャ
ー１人モットーは｢顔晴
る｣火水木金日の週５回
体育館で練習

◆桃山学院教育大女子
硬式野球部 年に全国
大学女子硬式野球選手権
高知大会で３位部員は
人マネジャー３人ス
ローガンは｢打ち勝つ野
球｣水金土日に大学グラ
ウンドで練習

桃
山
学
院
教
育
大
・
比
嘉
悟
副
学
長
の
激
励
を
受
け
る
、
前
列
左
か
ら

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
森
岡
音
合
さ
ん
、
野
球
部
田
村
智
美
さ
ん
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
横
山
優
花
さ
ん

（
撮
影
・
前
岡
正
明
）

桃山学院教育大にある
メッセージボード

桃
教
の
人
間
教
育
と
は
―
。
始
動
４
年
目
を

迎
え
た
桃
山
学
院
教
育
大
の
進
化
が
止
ま
ら
な

い
。
芦
屋
大
で
理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
た
比
嘉

悟
氏
（

）
が
、
今
春
か
ら
副
学
長
に
就
任
。

教
員
養
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
重
き
を
置
く

の
は
人
間
性
の
成
長
だ
。
同
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
と
と
も
に
た
っ
ぷ
り
と
魅
力
を
紹
介
す
る


桃
山
学
院
教
育
大


ア
ラ
カ
ル
ト

◆
学
長

中
西
正
人

◆
所
在

堺
市
南
区
槇
塚
台
４
の
５
の

１
◆
定
員


年
か
ら
学
科
定
員
を
２
７

０
人
に
増
員
。
収
容
定
員
は
１
０
８
０
人

（
教
育
学
部
系
統
で
関
西
最
大
規
模
ク
ラ

ス
）◆

課
程
・
コ
ー
ス

❶
幼
児
教
育
❷
小

学
校
教
育
（
小
学
校
教
育
コ
ー
ス
、
国
語

教
育
コ
ー
ス
、
英
語
教
育
コ
ー
ス
）
❸
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
育
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
コ

ー
ス
、
学
校
保
健
コ
ー
ス
）
の
３
課
程
５

コ
ー
ス
か
ら
選
択

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

課
程
以
外
に
多
様
な

教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
高
い
専
門
性
を

学
べ
る
❶
特
別
支
援
教
育
（
特
別
支
援
学

校
教
諭
１
種
免
許
を
取
得
し
、
多
様
な
子

ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
員
を
育
成
）

❷
日
本
語
教
員
養
成
（
外
国
に
ル
ー
ツ
の

あ
る
生
徒
に
寄
り
添
い
日
本
語
を
指
導
す

る
能
力
を
高
め
る
）
❸
教
育
相
談
実
践
基

礎
（
学
級
内
な
ど
で
の
「
問
題
行
動
」
解

決
へ
実
践
的
な
協
働
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
）
❹
部
活
動
指
導
者
養
成
（
こ
れ
か
ら

の
部
活
動
指
導
を
教
育
学
と
科
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
見
直
す
）
の
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
横
断
的
に
履
修
可
能

◆
就
職


年
度
実
績
で
･

５
％
の

就
職
率
を
誇
る(

教
員
採
用
試
験
合
格
者

を
含
む)
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加

率
は

年
度
で

％

◆
ク
ラ
ブ
活
動

体
育
会
は

団
体

（
同
好
会
含
む
）
、
文
化
会
は
５
団
体

◆
ア
ク
セ
ス

泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ケ

丘
駅
」
か
ら
南
海
バ
ス
で
約
７
分

特　集 (令和)   ()第３種郵便物認可 


